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第 3 章では、押出法よりも複雑三次元形状の製品が得やすい粉末鍛造法について検討しているo アルミニウム合金
粉末は、表面にアルミナ膜が存在するため、押出法におけるような強塑性加工を伴わない場合には固化が困難であり、
粉末鍛造は不可能とされていた。本研究では、不活性ガス中の加熱によるコイニング方式の粉末鍛造によって、急冷
凝固材料としての優れた特性を有する Al-Si 系および AI-Fe 系合金固化体を得ることに成功している。また，その
要因が固化時における粉末の塑性変形、熱膨張による酸化膜の破壊、 Al(OH) 3 の不活性乾操雰囲気ガス加熱による
分解除去などにより、良好な粒子間結合が実現するためであることを明らかにしている。




第 5 章では、 NEAR NET SHAPE 性と耐摩耗耐焼き付き性に優れた AI-AIN 複合合金部品の反応焼結法による
製造法について検討している o Mg の合金化によって Al の融点以下で直接室化が可能であることを見出し、高感度
表面分析法 (SR-XPS) によって AIN の生成機構を明らかにしている。また、本法によって得られた AI-AIN 系反
応焼結複合合金が極めて{邸、油中低摩擦特性を有することを明らかにし、自動車用自動変速機パルプとしての実用性
を実証している。



















4) NEAR NET SHAPE 性と耐摩耗耐焼き付き性に優れた AI-AIN 複合合金部品が、 Mg の合金化と窒素雰囲気中
での反応焼結法によって製造できることを実証しているo また、高感度表面分析法 CSR-XPS) によって AIN
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